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が
払
拭
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
日
本
の
「
戦
後
」
は
未
だ
終
わ
っ
て
お
ら

ず
、
む
し
ろ
日
本
や
日
本
人
の
尊
厳
を
遡
及
的
に
取
り
戻
そ
う
と
す
る
傾

向
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。『
東
京
プ
リ
ズ
ン
』
と
『
永
遠
の
0
』

で
は
戦
争
や
天
皇
を
肯
定
的
に
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
現
代
に
至
る
「
戦

後
」
を
書
き
替
え
よ
う
と
す
る
傾
向
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
近

年
顕
著
に
な
っ
て
き
た
「
日
本
を
取
り
戻
す
（Take back Japan

）」
風
潮

の
反
映
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
、
そ
こ
で
は
「
敗
戦
後
」
の
枠
組
み
を
強
く

引
き
ず
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
そ
の
民
衆
へ
の
軽
視
が
見

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

千
石
氏
は
、
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
な
ど
懐
疑
論
を
代
表
す
る
思
想
家
を
座

標
軸
と
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
作
家
ウ
ィ
リ
ア
ム•

フ
ォ
ー
ク
ナ
ー

や
ハ
ー
マ
ン
・
メ
ル
ヴ
ィ
ル
、
戦
後
作
家
小
島
信
夫
な
ど
を
議
論
さ
れ

た
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
民
主
主
義
を
基
本
理
念
と
し
て
成
立
し
て
き
た

国
家
で
あ
る
が
、
民
主
主
義
に
対
す
る
懐
疑
的
な
姿
勢
も
ま
た
一
般
的
で

あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
家
、
政
治
思
想
家
ア
レ

ク
シ
・
ド
・
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
、
一
九
世
紀
前
半
に
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
各

地
を
見
聞
し
た
経
験
か
ら
『
ア
メ
リ
カ
の
デ
ィ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
を
著
し

た
が
、
ア
メ
リ
カ
の
民
主
主
義
を
手
放
し
で
賛
美
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
か
っ
た
。
一
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
作
家
ハ
ー
マ
ン
・
メ
ル
ヴ
ィ
ル
も
ま
た
、

エ
ル
サ
レ
ム
巡
礼
を
題
材
と
し
、
世
界
史
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
提
示
す
る
長

戦
後
日
本
文
学
と
ア
メ
リ
カ

報
告　

柴
田
勝
二

日
時
：
二
〇
一
四
年
一
一
月
一
三
日
（
土
）
一
三
時
三
〇
分
～
一
七
時

場
所
：
AA
研
大
会
議
室

発
表
者
：
加
藤
典
洋
（
文
芸
評
論
家
）

　
　
　
　

千
石
英
世
（
文
芸
評
論
家
）

　
　
　
　

マ
シ
ュ
ー
・
ス
ト
レ
ッ
カ
ー
（
ウ
ィ
ノ
ナ
州
立
大
教
授
）

　
　
　
　

柴
田
勝
二
（
東
京
外
国
語
大
学
教
授
）

司
会
：
加
藤
雄
二
（
東
京
外
国
語
大
学
准
教
授
）

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
柴
田
の
科
研
（
基
盤
Ｃ
、24520207

、
共
同
研
究
者

加
藤
雄
二
）
を
主
体
と
し
、
戦
後
日
本
文
学
と
︿
ア
メ
リ
カ
〉
と
の
関
係

に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
文
芸
評
論
家
の
加
藤
典
洋

氏
、
千
石
英
世
氏
と
、
ア
メ
リ
カ
の
現
代
日
本
文
学
研
究
者
で
あ
る
ウ
ィ

ノ
ナ
州
立
大
学
教
授
の
マ
シ
ュ
ー
・
ス
ト
レ
ッ
カ
ー
氏
を
招
い
て
お
こ
な

わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
『
ア
メ
リ
カ
の
影
』
や
『
敗
戦
後
論
』
な
ど
で
、
ア
メ
リ
カ
の
強
い
政

治
的
、
文
化
的
影
響
下
の
も
と
で
進
ん
で
い
っ
た
戦
後
日
本
が
抱
え
た

問
題
を
鋭
く
摘
出
し
た
加
藤
氏
は
、
田
中
康
夫
『
33
年
後
の
な
ん
と
な

く
、
ク
リ
ス
タ
ル
』、
赤
坂
真
理
『
東
京
プ
リ
ズ
ン
』、
百
田
尚
樹
『
永
遠

の
0
』
と
い
う
近
年
刊
行
さ
れ
て
話
題
と
な
っ
た
三
つ
の
作
品
を
取
り
上

げ
、
そ
こ
に
八
〇
年
代
の
日
本
文
学
を
覆
っ
て
い
た
「
ア
メ
リ
カ
の
影
」
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編
詩
『
ク
ラ
レ
ル
』
な
ど
に
お
い
て
、
民
主
主
義
へ
の
批
判
や
懐
疑
的
見

解
を
明
確
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
同
様
の
懐
疑
が
ア
メ
リ
カ
南
部
を
代
表

す
る
現
代
作
家
で
あ
る
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
や
、『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ス
ク
ー
ル
』

な
ど
の
作
品
で
ア
メ
リ
カ
の
影
響
下
に
置
か
れ
た
戦
後
日
本
を
描
い
た

小
島
信
夫
な
ど
に
も
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
語
ら
れ
た
。

　

村
上
春
樹
の
研
究
者
で
あ
る
ス
ト
レ
ッ
カ
ー
氏
は
、
最
近
三
冊
目
の
村

上
論
（The F

orbidden W
orlds of H

aruki M
urakam

i

）
を
上
梓
し
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
村
上
春
樹
の
作
品
世
界
を
対
象
と
す
る
発
表
で
あ
っ
た
。
村
上

の
世
界
で
は
登
場
人
物
が
日
常
世
界
か
ら
非
現
実
性
を
帯
び
た
他
界
的

時
空
に
入
り
込
む
展
開
が
多
く
現
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
後
、
人
間
が
内

に
は
ら
ん
だ
他
界
と
し
て
の
無
意
識
世
界
と
の
交
わ
り
が
村
上
作
品
を

特
徴
づ
け
て
い
る
様
相
が
、
様
々
な
作
品
を
例
に
と
っ
て
語
ら
れ
た
。
ス

ト
レ
ッ
カ
ー
氏
に
よ
れ
ば
、
村
上
的
な
無
意
識
は
フ
ロ
イ
ト
よ
り
も
そ
の

弟
子
で
あ
っ
た
ユ
ン
グ
の
そ
れ
に
よ
り
近
し
い
も
の
で
あ
り
、
人
間
を
個

の
枠
組
み
か
ら
解
き
放
っ
て
他
者
と
の
連
携
を
も
た
ら
す
契
機
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

最
後
に
柴
田
が
、
日
本
在
住
の
ア
メ
リ
カ
人
作
家
で
あ
る
リ
ー
ビ
英

雄
の
『
千
々
に
く
だ
け
て
』
を
対
象
と
す
る
発
表
を
お
こ
な
っ
た
。
リ
ー

ビ
の
主
人
公
は
多
く
の
場
合
作
者
自
身
の
来
歴
を
反
映
し
て
、
日
本
に
も

ア
メ
リ
カ
に
も
帰
属
意
識
を
持
て
ず
、︿
日
本
語
〉
と
い
う
言
語
を
自
身

の
住
み
処
と
す
る
人
物
た
ち
だ
が
、
こ
の
作
品
で
は
リ
ー
ビ
が
帰
国
の
途

上
で
二
〇
〇
一
年
九
月
一
一
日
に
勃
発
し
た
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
に
遭

遇
し
た
経
験
を
素
材
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
に
も
帰
れ
ず
日
本
に
も
戻
れ
な

い
と
い
う
状
況
に
置
か
れ
た
主
人
公
の
境
遇
と
心
理
に
重
ね
る
形
で
、
こ

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
曖
昧
さ
と
い
う
主
題
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
『
千
々
に
く
だ
け
て
』
に
は
、「
ワ
シ
ン
ト
ン
の
権
力
」

へ
の
距
離
感
か
ら
日
本
語
に
関
わ
り
始
め
た
リ
ー
ビ
が
抱
く
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
と
し
て
の
意
識
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
覇
権
主
義
へ
の
抵
抗
と
し
て

テ
ロ
行
為
を
起
こ
し
た
ム
ス
リ
ム
へ
の
秘
か
な
共
鳴
が
見
出
さ
れ
、
そ
こ

に
冷
戦
終
結
後
の
世
界
へ
の
批
判
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

主
旨
で
あ
っ
た
。

　

四
人
の
登
壇
者
の
発
表
が
そ
れ
ぞ
れ
や
や
長
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
聴
衆
か
ら
の
質
疑
の
時
間
は
十
分
に
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

が
、
主
に
留
学
生
の
院
生
を
中
心
と
し
て
、
文
学
の
歴
史
的
研
究
と
文

化
的
研
究
（
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
）
の
差
違
（
加
藤
氏
へ
）
や
、

村
上
春
樹
の
世
界
に
繰
り
返
し
現
れ
る
「
井
戸
」
と
「
無
意
識
（
イ
ド
）」

と
の
関
係
（
ス
ト
レ
ッ
カ
ー
氏
へ
）
な
ど
へ
の
質
問
が
出
さ
れ
、
登
壇
者

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
丁
寧
な
説
明
が
な
さ
れ
た
。
現
代
の
代
表
的
な
評
論
家
、

研
究
者
を
招
い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
っ
た
が
、
聴
衆
は
最
後
ま
で
熱

心
に
発
表
と
質
疑
に
耳
を
傾
け
て
お
り
、
現
代
日
本
と
ア
メ
リ
カ
と
の
関

わ
り
を
考
え
る
た
め
の
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。


